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巻頭言 日本の季節を楽しむ
副理事長　酒井　良輔

二十四の節気は、立春から始まり、春分、夏至、
秋分、冬至の四つの時期（二至二分と呼ばれる）に春
夏秋冬それぞれの盛りを迎え、大寒で締めくくられ
て一年となります。立春、立夏、立秋、立冬が、四
季それぞれの始まりで四立といい、二至二分と合わ
せて八節とされます。
不思議なのは、七十二候。「東風凍を解く」という
のが最初の候の名前です。「桃始めて笑う」、「虹始め
て見る（あらわる）」など、季節それぞれの出来事を、
そのまま名前にしているのです。
この発刊は、八月の十日ころでしょうか。
立秋　「涼風至る」　そろそろ、涼しい風が初めて
立つころ。その風を、秋の気配のはじまりと見て。
旬の魚介は、しじみ。土用しじみで滋養を。
草花は、つゆくさ。　何とも言えぬ、瑠璃色（ラ
ピスラズリC100　M70　K10）が好みです。
四季のある国に　生まれた　喜びを味わう　
八月十五日は、月遅れ盆、そして終戦記念日、灯
籠流しや諏訪湖祭湖上花火大会。十六日の、京都五
山の送り火。　どうぞご自愛ください。

皆様こんにちは、細井体制の下、経営革新委員会
とCSR・ダイバーシティー委員会を担当させていた
だきます。どうぞよろしくお願いいたします。
季節がめぐるということは、いつも日々の、
ふとした瞬間に、新しい季節の訪れに
気づくことかもしれません。
朝、目を覚まし、鳥のさえずりに耳を澄ませるとき。
道端に咲いている野花に目を止めるとき。
青空に浮かぶ、真白く大きな雲を見上げるとき。
夕暮れにそよぐ、すすきの穂を眺めるとき。
日本には、春夏秋冬の季節だけでなく、
二十四の気という季節、七十二もの候という季節が
あり、旧暦をもとに暮らしていた時代には、
人はそうした季節の移ろいを細やかに感じ取って生
活していました。
旬のものをいただき、季節それぞれの風物詩を楽し
み、折々の祭りや行事に願いを込めてきました。
自然の流れによりそう旧暦のある暮らしは、いまの
時代にも大切なもの、人の身も心も豊かにしてくれ
るものに満ちています。
今一度、日本の良さを改めて感じながら、自然の
リズムに寄り添う二十四の節気と七十二候を楽しみ
たいものです。
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一般社団法人日本印刷産業連合会及び愛知県印刷工業組
合は、労働安全衛生法の改正により事業場でのリスクアセス
メントが義務付けられたのを受けて、印刷産業における「化
学物質リスクアセスメント」セミナーを、7月4日愛知県産業
労働センター「ウインクあいち」において開催した。

このセミナーは、労働安全衛生法が6月1日より改正され、
一定の危険有害性のある化学物質（640物質）について、「事業
場におけるリスクアセスメントの実施」、「譲渡提供時に容器
などへのラベル表示」が義務付けられたのを受けて、従業員
の健康保全に向けた取り組みをさらに強化していくため全国
7か所で開催しているもの。

セミナーの冒頭、挨拶に立った木村吉伸副理事長は、「6月
1日から有害性のある化学物質124項目から640項目へ指定
が拡げられ、これによりほぼ全ての印刷会社が当てはまるよ
うになった。そして、職場におけるリスクアセスメントが義
務付けられた。本日は3講師より分かり易く取り組み易い方
法を説明していただく」と述べた。

＜セミナー内容と講師は以下のごとく＞
□第1部：「労働者の健康障害防止に向けた労働安全衛生法

の留意点について」講師：濱田勉労働衛生専門官（厚生労働省
愛知労働局労働基準部健康課）

□第2部：「印刷事業所におけるリスクアセスメントの提
案」講師：岡田賢造CIH労働衛生コンサルタント（日本印刷産
業連合会企画行動委員会労働安全衛生WG委員）

□第3部：「オフセット印刷工場用VOC警報機について」講
師：吉栄康城臭気判定士（新コスモス電機㈱インダストリ営業
本部課長）

第1部を務めた濱田講師は、化学物質管理の背景、ラベル・
SDSとリスクアセスメント、今後の課題などを説明し、最後

に、「リスクアセスメントを皆さんの会社に根付く文化にして
いただきたい。そのためには、1度原点に戻り、リスクと共存
し残留リスクを明らかにして、それぞれの会社に合った決ま
りを作ってそれを維持管理する。リスクアセスメントは災害
を防止させるものではなく、その基となる情報を整理するた
めのものだということを理解していただきたい」と結んだ。

第2部の岡田講師は、義務化された化学物質のリスクアセ
スメント方法について、リスクアセスメントシートを中心
に、中小零細の印刷業で行なう簡便なリスクアセスメント手
法を説明した。その中で、「リスクアセスメントの実施は労働
者の健康障害予防が目的である。その対策として、溶剤選択、
ばく露防止、濃度低減などがあり、これらを行なうことでリ
スク低減措置になる。過去に、リスクアセスメントを実施し
ていない、記録がない場合は今回の措置で実施し、記録を残
していただきたい」とアドバイスをする。

第3部は、オフセット印刷作業場のVOC濃度を監視する
「VOC警報器」の特徴や施行例などが具体的に説明された。

本号では、講演内容からリスクアセスメントの概要と簡便
にリスクアセスメントが実施できるよう工夫されたアセスメ
ントシートについて紹介する。

リスクアセスメント実施義務
リスクアセスメントは、大阪のオフセット校正印刷会社で

化学物質による健康被害が問題になった胆管がんが発生し、
この事件を契機に、「健康に係わる化学物質のリスクアセス
メントの実施を全事業者に義務付ける安全衛生法改正」に繋
がっている。また、精神障害を原因とする労災認定件数の増
加なども起因しているが、要は、「従業員の安全と健康の確保
を一層充実させるための措置」である。

何に対して何時行なうかは、「安全データシート（SDS）交付
義務対象物質（640物質）を含有する薬品類を取り扱う作業」

に対して行なわれる。行なう時期は、「①調査対象物を新規に
採用や変更するとき、②調査対象物を製造し、取り扱う業務
に係る作業の方法や手順を新規採用や変更するとき。③上記
のほか、調査対象物による危険性、有害性などについて変化
が生じあるいは生じる恐れがあるとき」となっている。

誰が何を行なうかについては、「対象の化学物質を製造し、
または、取り扱う全ての事業者」になり、そして、「一定の危険
性や有害性が確認されている化学物質（SDS安全データシー
ト交付義務対象物質）の調査を行なう」ことであり、いわゆる
これが「リスクアセスメント」になる。

リスクアセスメントを行なう場合は、「①調査対象物が労働

リスクアセスメントセミナー

日印産連・愛印工組
印刷産業における化学物質リスクアセスメントセミナー

健康障害のリスクアセスメント
労働者の健康障害防止への対策

■
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者に危険を及ぼし、健康障害を生ずる恐れの程度（発生可能
性）や当該危険または健康障害の程度（重篤度）を考慮する場
合、②労働者が調査対象物にさらされる程度（ばく露濃度な
ど）や当該調査対象物の有害性の程度（許容濃度など）を考慮
する場合、③その他、上記に準じる場合」など、調査対象物を
製造し、または、取り扱う業務ごとに行なうとしている。

そして、これらの結果は、「労働者の危険または健康障害を
防止するため必要な措置の内容などを作業場の見やすい場所
に常時掲示、または備え付けることによって労働者に周知す
る」必要がある。

化学物質による健康障害の
リスクアセスメント（オフセット印刷）
リスクアセスメントの義務化に対応するため特に中小事業

者が簡便にリスクアセスメントを実施できるように工夫した
のがアセスメントシートである。

このシートについて、「やり方は簡単で、難しい理屈を理解
する必要はない。自分の現場の状況に合わせて該当するとこ
ろにチェックを入れるだけ。リスクアセスメントは難しく考
えずにまずやってみることが重要。やってみて自分の現場で
扱っている物質がどのような危険有害性があるのか、皆の健
康を損ねるようなリスクがどこにあるのか、そのリスクを減
らすにはどうしたらいいのかを考え、そのうちの一つでも実
行に移すことである。このリスクアセスメントがきっかけに
なって、日々取り扱っている物質に対する職場の意識が高ま
り、化学物質による障害や病気を防ぐことができることを願
いこのシートを作成した」と述べている。

ここには、作業シートの使い方（リスクアセスメント記入
項目、早見チェック表、使い方、記入方法、印刷業関連資材と
含有される化学物質（有機溶剤）、リスクアセスメントの用語
解説、保護具について、危険有害性の絵表示）などが示され、
オフセット印刷項目では（前準備作業、インキ供給、湿し水供
給、印刷作業、インキロール作業／手洗浄、自動洗浄、ブラン
ケット洗浄／手洗浄、自動洗浄、保管・回収・廃棄）などが示さ
れている。

以下、使い方の概要を紹介する。

リスクアセスメント記入項目　
早見チェック表（印刷業）
＜使い方１＞
このリスクアセスメントシートの使い方
①シートは印刷の種類別に分かれている。また、作業別ご

とにシートは分けてある。手作業か自動化にしているかでも
シートは分けてある。②各作業で使用する溶剤でシートは分
けてある。③自分の印刷工場が該当するシートだけを選んで
使う。④チェックシートで自社が取り扱っている化学物質の
□の中にチェック（∨）を入れる。「取扱化学物質」の欄には危
険有害性を示す絵表示が付けてある。「有害性の程度」の欄に
は有害性の内容が書いてある。⑤リスク低減措置について現
在実施済欄または未実施欄の口にチェックを入れる。⑥措置
実施後のリスクの見積りの項目の、実施後のリスクレベルを

調べること。⑦リスクレベルが２以下の場合は追加措置の要
否の欄の『不要』のチェックを入れる。リスクレベルが安全で
許容できるレベルにあるので、追加の措置は必要ない。⑧リ
スクレベルが３以上の場合は追加措置の要否の欄の『要』に
チェックを入れる。リスクレベルが安全で許容できるレベル
を超えており、なんらかの追加措置が必要。⑨未実施の項目
の中で、実施できる対策の準備をする。⑩設備対策が整うま
では、適切な保護具を着用してリスクを低減する。⑪リスク
低減予防措置はその機能を維持することが大切である。「リス
ク低減予防措置の管理」欄の説明を参考に、職場の環境維持
に努める。⑫シートの末尾に「リスクアセスメント総括表」が
ついている。実施者は各作業についてのリスクアセスメント
の結果を記入し、できれば自身の所見も加えて責任者に報告
する。責任者は報告をよく聞き、場合によっては現場を確認
し、必要ならば設備面や管理面での対策を記入する。そして、
それらの検討結果を全員に話し、職場に結果を掲示するなど
して内容を共有することでリスクアセスメントは終了となる。

＜使い方2＞
リスクアセスメントシートの記入方法（例）
例として、次のように記入方法を説明する。

（注1）「保護具の着用」は、工学的措置および作業的な措置
とは性格が異なり、それらの措置のみでリスクを下げきれな

■リスクアセスメント導入による効果
①職場のリスクが明確になる＝職場の潜在的な危険性

又は有害性が明らかになり、危険の芽（リスク）を事前に
摘むことができる。

②リスクに対する認識を共有できる＝リスクアセスメ
ントは現場の作業者の参加を得て管理監督者と共に進め
るので、職場全体の安全衛生のリスクに対する共通の認
識を持つことができる。

③安全対策の合理的な優先順位が決定できる＝リスク
アセスメントの結果を踏まえ、事業者は全てリスクを低
減させる必要があるが、リスクの見積もり結果などによ
りその優先順位を決めることができる。

④残留リスクに対して「守るべき決めごと」の理由が
明確になる＝技術的、時間的、経済的にすぐに適切なリ
スク低減措置ができない場合、暫定的な管理的な措置を
講じた上で、対応を作業者の注意に委ねることになる。
この場合、リスクアセスメントに作業者が参加している
と、何故、注意して作業をしなければならないか、その理
由が理解されるので、「守るべき決めごと」が守られるよ
うになる。

⑤職場の全員が参加することにより「危険」に対する感
受性が高まる＝リスクアセスメントを職場全体で行な
うため、他の作業者が感じた危険についても情報が得ら
れ、業務経験が浅い作業者も職場に潜在化している危険
性又は有害性を感じることができるようになる。
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い場合の歯止め的な措置との位置づけである。したがって、
工学的措置等だけではリスクレベルが2以下に下がらず3や
4にとどまる場合には、設備面等の対策が整うまでの間、適切
な保護具を着用してリスクを下げることが必要である。

注2）実施後のリスクの見積りで、措置の組合せとして、
1＋2（＋3、4、5）のようにカッコ（　）で括ってある場合、

カッコ内の対策は、リスク低減効果はある程度あるが、リス
クレベルを1ランク下げるほどの効果は見込まれないことを
示している。

＜使い方3＞
印刷業関連資材と含有される化学物質（有機溶剤）例
印刷業関連で使用される資材類は一見しただけでは含有さ

れている化学物質は分からないものが多い。正確には商品ご
とのSDSや製造元の情報に拠らざるをえないが、文献情報を
元にした、代表的な化学物質を次頁の表に示した。アセスメ
ントシートにあるそれぞれの資材の有害性レベルは、推定さ
れる含有成分と、業界経験者の経験に基づく相対的有害性レ
ベルを総合的に考慮して算定した。

＜使い方4＞
リスクアセスメントの用語の説明
①有害性のレベル

リスクアセスメント記入項目　早見チェック表（印刷業）

リスクアセスメントシートの記入方法（例）
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物質の健康有害性レベルとして、GHS分類による健康有害
性クラス区分を用いた。但し本評価表では有害性レベルを有
害性の高い順に、E5、D4、C3、B2、A1と表記した。

◎有害性レベルと健康有害性
E5 ／生殖細胞変異原生、発がん性、呼吸器感作性
D4 ／急性毒性、発がん性、特定標的臓器(反復ばく露)、生

殖毒性
C3 ／急性毒性、皮膚腐食性、眼刺激性、皮膚感作成、特定

標的臓器(単回ばく露)、特定標的臓器(反復ばく露)
B2 ／急性毒性、特定標的臓器(単回ばく露)
A1 ／皮膚刺激性、眼刺激性、吸引性呼吸器有害性、その他

のグループに分類されない粉体・蒸気
注：『ばく露』とは英語の『Exposure』の訳語で、労働衛生の

分野では蒸気を吸入したり皮膚に接触することを指す。“単回
ばく露”と『反復ばく露』は国連のGHS文書を日本語訳したと
きに採用された化学用語で、前者は１回だけのばく露を、後
者は何回も繰り返してばく露を受ける場合を指す。

②リスクレベルの5段階評価とリスクの程度の意味
作業のリスクレベルは5段階で評価した。
◎リスクのレベル
5：重篤な健康障害（ガンなどの死亡に至る障害、重い後遺

症等）を生じる可能性が極めて高い（耐えられないリスク）
4：重篤な健康障害（ガンなどの死亡に至る障害、重い後遺

症）や1 ヶ月以上の休業災害を生じる可能性が比較的高い（大
きなリスク）

3：後遺障害を生じるおそれはないが、急性有機溶剤中毒の

ような一時的な健康障害を生じる可能性が比較的高い（中程
度のリスク）

2：急性有機溶剤中毒のような休業レベルの健康障害を生
じる可能性は小さい（許容可能なリスク）→追加的なリスク低
減措置は不要

1：休業レベル以上の健康障害を生じるおそれはほとんど
ない（些細なリスク）→追加的なリスク低減措置は不要

保護具について
個人用保護具は、原則として作業場の換気などの光学的対

策のみでは対応の困難な作業、液滴などが飛び散って体に付
着する恐れのある作業、液やガスが噴出する恐れのある作業
などを行なう場合や、予想できない事態に備えての予防策と
して着用する。

※化学物質による健康障害のリスクアセスメント「オフ
セット印刷・グラビア印刷編」から抜粋し紹介したが、リスク
ラベルの見積もり方法などさらに詳細は、厚生労働省または
日本印刷産業連合会へ問い合わせをしていただきたい。

印刷業関連資材と含有される化学物質（有機溶剤）例

保護具につて
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「VOC 警報機
（XH-981G）」

印刷工場からの有機溶剤の発生 VOC 拡散イメージ（ローラー洗浄時の例）

印刷工場で使用される湿し水や洗浄剤には
多くの有機溶剤が含まれている

洗浄作業では、洗浄剤＋インキローラーの温度上昇で高濃度VOCが発
生。VOC蒸気は一度上昇し気流に乗って室内全体に拡散する。

　一般社団法人日本印刷産業連合会は「オフセット印刷工
場用VOC警報器」を新コスモ電機㈱と共同開発した。

この「VOC警報器（XH-981G）」（「GP資機材」製品として認
定）は、熱線型半導体式センサでVOCをトータルに検知し、
VOC濃度が一定レベルを越えると、ランプと音声メッセー
ジで知らせるオフセット印刷工場の必需品。本体は警報部、
検知部一体型のコンパクト設計で、設置場所は オフセット
印刷工場の印刷機械デリバリ部（印刷物排出部）、印刷機械上
部、印刷機と印刷機との間など。（2年毎の交換期限をランプ
の点滅で知らせるお知らせ機能付き）

＜VOC警報機の特長＞
①超高感度センサでVOCを検知／コスモス独自の熱線型

半導体式センサを搭載。高感度センサがVOCをトータルに
検知する。

②警報部、検知部一体型のコンパクト設計／ W70×H120
×D25㎜、約200㎏のコンパクト設計なので、設置場所をと
らない。

③ランプと音声メッセージで知らせる／「ウーウーピッ
ポッ ピッポッ 空気が汚れて危険です。換気して下さい」と音

声メッセージで知らせる。
④交換期限お知らせ機能など、様々な機能を搭載／機器の

交換期限の知らせ機能を始め、警報テスト機能や警報遅延機
能などを搭載。

⑤外部出力機能搭載／無極性オープンドレイン出力、スク
リューレス端子台搭載。

⑥消費電力／約0.5W（通常監視時）の省エネ設計。
＜VOC警報機の設置場所と設置高さ＞
印刷機1台に対して3台設置／◎ユニット直上→ローラー

から300 〜 600㎜（VOCが発生していることを認識 ※パト
ライト連動が望ましい）。◎デリバリ→FL1500㎜（常時人の
いるところに設置。風上でも警報する事例あり）。◎印刷機と
印刷機の間→FL1500㎜（印刷機2台が隣接してない場合は工
場中央）。

＜設置時の注意事項と日常点検＞
設 置 時 の 注 意 事 項 ／ ①24時 間 連 続 し て 通 電 で き る

オフセット印刷工場用「VOC警報器」

□VOC濃度が一定レベルに達すると
メッセージを発信
消費電力約0.5Wの省エネ設計

紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒416̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎
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VOC 警報機設置例

写真左上：印刷機の上部に設置（イ
ンキ壺からやや離して）、写真右：
デリバリに設置、写真下：印刷機
と印刷機との間の柱に設置

AC100Vコンセントに接続、②VOC警報機の電源プラグ、
電源コードは加工しない(2年ごとにVOC警報ランプの交換
が必要なため)、③パウダーが堆積しないように垂直に設置、
④電源ケーブルなどを敷設する場合は工事業者に依頼、④ユ
ニット直上に取り付ける場合、万が一の落下に備えてロー
ラーから少し離して設置。

＜日常点検＞
①電源ランプが緑点灯していることを確認、②3 ヶ月ごと

に1回、付属の点検ガスで警報テストを実施、③交換期限(2
年)を過ぎているものは交換。

＜XH-981G仕様＞
検知原理：熱線型半導体式センサ、検知対象ガス：揮発性

有機化合物（VOC）、警報ガス濃度：ノナン200ppm、警報
方式：赤ランプ点等、音声メッセージ、ランプ：赤点灯＝ガス
警報、赤点滅＝ガス警報遅延中（遅延設定時）、緑点灯＝通電
時、緑点滅＝電源ON初期遅延中、緑高速点滅＝故障、緑ゆっ
くり点滅＝交換期限お知らせ、外部出カ：オープンドレイン
出力（定格容量：DC24V、1A、無極性）、スクリューレス端子
台(2P)、交換期限お知らせ機能：交換期限（約2年）を過ぎる
と緑ランプがゆっくり点滅｡ 警報停止スイッチ操作にて ｢交
換期限を過ぎています｣と音声で知らせる、電源：AC100V
±10％、消費電力：監視時約0.6W、警報時:約1.0W、寸法：
W70×H120×D25㎜（突起部除く）、質量：約200g ／電源
コード：2.5m。

＜機器についての詳細＞
日本印刷産業連合会（TEL03-3553-6051）、新コスモス電

機㈱営業開発部（TEL06-7668-8577）

労働安全衛生法の改正により、一定の危険有害性のある化
学物質（安全データシート（SDS）交付義務対象の640物質）に
ついて、「①化学物質のリスクアセスメントを行なうことを義
務化、②譲渡提供時に容器などへのラベル表示義務の対象」
となった。今回開設された相談窓口では、ラベルやSDSの記
載内容の理解や、これを活用したリスクアセスメントの方法
に困っている事業者や担当者からの質問に答えてくれる。

また、リスクアセスメントに係る訪問支援も行なっており
併せて活用ができる。

＜質問例＞
□ラベルやSDSが必要になるのはどんな化学物質や化学

品なのか？□ラベルやSDSの内容が分からない？□化学物質
のリスクアセスメントはどのように行なえばいいのか？□

「コントロール・バンディング」というものの使い方を教えて
欲しい？□担当者が化学の専門に詳しくなく困っている。

▼相談TEL ／ 050-5577-4862
メールアドレス：soudan@technohill.co.jp
受付時間…月〜金　10 〜 17時（12時〜 13時を除く）
※土日祝日、年末年始を除く
委託会社　テクノヒル㈱化学物質管理部門

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

■厚生労働省委託事業

化学物質管理に関する無料相談窓口を開設

H28年8月15日（水）以降の事業

開催日時 事業・行事、場所、備考

8月21日(日)
　9：30 ～ 18：30

事 業 名 “断裁機”オペレーター特別教育「学科」
場 所 名古屋金山研修センター
講 師 イトーテック㈱　原田　文夫氏

参 加 費
参加費 　印刷工業組合の組合員：一人  5,400 円（消費税を含む）
　　　　 印刷工業組合以外の方：一人 10,800 円（　〃　）
テキスト代　 組合員・一般共通:一冊　  1,080円（　〃　）

定 員 50名

9月19日(月・祝)
　9：00～
　(受付8：30より)

事 業 名 “断裁機”オペレーター特別教育「実技」
場 所 木村紙商事㈱　名古屋市北区杉村1-12-14

参 加 費 組合員8,000円　組合員以外15,000円（税込）
（テキストをお持ちでない方は別途1,080円（税込）申し受けます。）

定 員 10名
申込期日 定員に達し次第締切

10月15日(土)
　9：00～
　(受付8：30より)

事 業 名 “断裁機”オペレーター特別教育「実技」
場 所 ㈱澤宗洋紙　名古屋市中区金山5-13-5　TEL052-871-4551

参 加 費 組合員8,000円　組合員以外15,000円（税込）
（テキストをお持ちでない方は別途1,080円（税込）申し受けます。）

定 員 10名
申込期日 定員に達し次第締切

11月12日(土)
　13：30～15：30
　(受付13：00より)

事 業 名 “断裁機”オペレーター特別教育「実技」
場 所 ㈱アクアス　小牧物流センター　小牧市下小針中島一丁目78番地

参 加 費 組合員8,000円　組合員以外15,000円（税込）
（テキストをお持ちでない方は別途1,080円（税込）申し受けます。）

定 員 10名
申込期日 定員に達し次第締切

9月25日(日)

事 業 名 平成28年度従業員・家族合同レクリエーション大会　『高山の古い街並み散策と世界遺産！白川郷』
場 所 ＜岐阜県・高山市・白川村＞

参 加 費 組合員とその家族（大人）6,500円（小人）4,500円、
組合員以外とその家族9,000円

定 員 200名
申込期日 8月25日(木)　※先着順に受け付けます。
備 考 詳細は愛印工組ホームページにも掲載されています。http://www.ai-in-ko.or.jp/
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理事会は、河原善高専務理事の司会進行で進められた。冒
頭挨拶に立った細井理事長は、「私が理事長になって始めての
理事会である。不慣れな点が多く不手際もあるかと思うが同
じ組合員として大目にいただければと思う。何かあれば遠慮
なくご意見等をいただきたい。良い理事会にするためには、
皆さまの協力が必要である。ぜひ、力を合わせて良い組合活
動をしていきたいと思う」と述べた。

続いて、細井理事長を議長に議案審議に入った。
河原専務理事から「組合員の加入・脱退」の報告では、脱退

が9社あったことが報告された。また、「各委員会活動及び実
施事業」では、三役直轄事業鳥原久資副理事長、ブランディン
グ委員会荒川壮一委員長、CSR・ダイバーシティ委員会山田
慎二委員長、経営革新委員会野々村昌彦委員長、マーケティ
ング委員会久野彰彦委員長、教育委員会磯貝健委員長、環境・
労務・新人教育委員会堀裕史委員長、組織・共済委員会服部晋
吾委員長、青年部より名古屋而立会箕浦靖夫担当理事より活
動及び実施事業について報告があった。続いて「各支部活動」
について、「中部地区印刷協議会上期会議報告」、「中部経済新
聞掲載記事」、「平成28・29年度事業委員会委員増員」、「全印工
連の情報・報告等」、「2016全日本印刷文化典ふくしま大会」の

各件について、今後の予定などが報告され終了した。
【各委員会の事業予定】（8月以降）
■三役直轄事業
□「第7回ポスターグランプリ」テーマ『VS』／募集期間：8

月22日〜 9月3日／作品展：11月22日〜 27日愛知県美術館
8階ギャラリー展示室D ／表彰式：11月23日（水）ホテルオー
クラレストランイベントスクエア光の間、□「ゴルフコンペ」
10月6日（木）／セントクリークゴルフクラブ

■ブランディング委員会
□印刷産業PRムービー：Youtubeインストリーム広告の活

用、□インナー向けブランディングセミナー、□学生への印
刷産業PR活動、□フェイスブックページの充実化

■CSR・ダイバーシティ委員会
□日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）中間講習会

／ 10月20日（木）／メディアージュ愛知
■経営革新委員会
□「経営セミナー〈タイトル未定〉」10月18日（火）／栄ガス

ビル5階ガスホール
■教育委員会
□「技能検定オフセット印刷作業」学科試験対策学習会8月

27日（土）／メディアージュ愛知会議室、□「DTP作業（製版
職種）」（DTP検定）1月28日（土）／㈱Too名古屋支店、□「印
刷の後加工セミナー」2月1日（水）／メディアージュ愛知会議
室、□「ゼロから始める“見える化”セミナー」2月24日（金）／
ウインクあいち

■環境・労務・新人教育委員会
□断裁機オペレーター「特別教育〈学科〉」8月21日（日）／

メディアージュ愛知（予定）、□「従業員・家族合同レクリエー
ション大会」9月25日（日）／高山・白川郷方面（岐阜県）、□

「永年勤続優良従業員表彰」11月1日（火）、□断裁機オペレー
ター「特別教育〈実技教育〉」①9月19日（祝・月）西支部（木村紙
商事㈱）、②10月15日（土）中支部（㈱澤宗洋紙）、③11月12
日（土）東尾張・西尾張支部（㈱アクアス）

■組織・共済委員会
□共済制度加入促進運動：随時推進中
■青年部（名古屋而立会）
□愛印工共催事業（企画中）11月18日（金）栄・ガスビル

平成28年度7月期理事会（第2回）が7月20日15時30分よりメ
ディアージュ愛知3階会議室において開催された。理事会議題で
は組合員の加入・脱退、各委員会の実施事業の活動報告、今後の事
業実施予定などが確認された。支部長会では、各支部の活動が報
告され、続いて中部地区印刷協議会上期会議について各分科会出
席者から報告された。

愛印工組7月期理事会

加入組合員のメリット増加を
目指して
多彩な事業を開催

挨拶する細井理事長
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■Japan Color認証制度　

従来、印刷業界では、印刷会社ごとに独自の印刷色の基準
を設けており、同じデータでも印刷会社が変われば色が合
わないというのが実情であった。このような状況の中、オ
フセット印刷における印刷色の標準的な基準としてJapan 
Colorが策定され、その普及と実効性のあるものにするため

「Japan Color認証制度」が創設された。この制度は、「標準印
刷認証」、「マッチング認証」、「プルーフ運用認証」、「プルーフ
機器認証」からなる。

□標準印刷認証
標準印刷認証は、印刷工場における印刷機械のメンテナン

スと数値管理などによって、安定した品質の印刷物を作成で
きる工程管理能力について認証する。審査にあたっては、申
請工場が印刷物を認証基準に適合させる能力と、5,000枚の
連続印刷において安定した品質の印刷物を作成できる能力な
どを有しているかどうか判定する。（現在の取得状況／ 2016
年3月末現在182工場が取得）。

□マッチング認証
マッチング認証は、標準印刷認証を取得していることを前

提に、高度なカラーマネジメント技術を駆使して、印刷物の
色を認証基準値の許容幅に入れることができる能力などにつ

いて認証する。このため、難易度は標準印刷認証と比べてか
なり高いものとなる。（現在の取得状況／ 2016年3月末現在
43工場が取得）。

□プルーフ運用認証
プルーフ運用認証は、デザイン会社や印刷会社が、個々の

プルーフ機器（見本出力機器）のメンテナンスや適正な運用を
行なうことにより、信頼性の高いプルーフ（見本出力物）を安
定的に出力できる能力などを認証するもの。原則として、プ
ルーフ機器認証を取得した機器を使用して運用認証を申請す
ることになる。（現在の取得状況／ 2016年3月末現在81件が
取得）。

□プルーフ機器認証
プルーフ機器認証は、プルーフ機器が印刷用途に使用でき

る信頼性の高いプルーフ（出力見本）を安定的に出力できる機
能があるかどうかを認証する。審査にあたっては、プルーフ
機器、RIP（出力のためのソフトウエア）、プルーフ用紙の3つ
の組み合わせで判定される。（現在の取得状況／ 2016年3月
末現在84件が取得）。

■「標準印刷認証」の手順及び方法

「標準印刷認証」は、2009年10月から認証を実施してお
り、対象は印刷会社となっている。「印刷機械のメンテナンス
と数値管理などによって、安定した品質の印刷物を作成でき
る工程管理能力について認証」がされる。

＜申請から認定まで＞
申請から認定までの流れは、①申請前準備・書類審査、②測

色機の機差確認、③事前審査：OKシートの印刷、④測定及び
判定、⑤事前審査結果の通知、⑥本審査：OKシートの印刷→
連続印刷5,000枚（立ち合い）、⑦測定及び判定、⑧認証取得、
⑨3 ヶ月ごとの定期管理、⑩マッチング認証取得あるいは2
年後更新審査になる。

＜申請条件＞

一般社団法人日本印刷産業機械工業会（日印機工）では、オ
フセット印刷の標準色であるJapan Colorをもとに認証する

「Japan Color認証制度」を2009年より開始し、今年で7年目を
迎えた。今年も6月に大阪での「Japan Color認証取得セミナー」
を皮切りに、名古屋、東京、広島、福岡で順次開催された。セミナー
では、特に〝取得は難しいのではないか〟との疑問を受けて、認証取
得の手順を分かりやすく、取得のためのコツとメリットが徹底解
説された。また今年度より、セミナーを受講した企業限定で「標準

印刷認証3 ヶ月集中取得支援パッケージ」を用意し、申請から3 ヶ
月で取得できるよう事務局から電話及びメールでのアドバイスな
どを無料で行なうサービスが展開されている。

名古屋では6月17日愛知県産業労働センター「ウィンクあいち」に
おいて開催された。講師には、日印機工技術部Japan Color認証課
吉田英俊課長が担当した。本誌では、標準認証の概要と取得企業の
動向に的を絞り紹介した。なお、9月2日に同じ内容でのセミナーが
開催されるので、是非参加し取得にチャレンジしていただきたい。

■日印機工／ Japan Color認証取得セミナーより

Japan Color認証取得セミナー

「企業イメージの向上・印刷品質の安定・社員の
スキルアップ・売り上げ拡大」などに貢献

申請から3ヶ月で取得：「標準印刷認証3ヶ月集中取得支援パッケージ
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①申請サイトは工場単位で行なう。②4色以上の枚葉印刷
機（菊四裁以上）、審査は片面4色印刷で実施、③正確な測色値
が得られる測色器（メーカー較正・修理が終了しているものは
対象外、旧Gretag、Macbeth製品はXRGA対象が必要）、④
CTP版を利用、刷版設置の所有については問わない、⑤175
線以上、ドットゲインが標準印刷認証認証基準値内（14±
3％）であれば、高精細スクリーンやFMスクリーンでも可、
⑥Japan Color対応コート紙／インキ（いずれもメーカー、
銘柄は問わない）、⑦「枚葉印刷用ジャパンカラー 2007キッ
ト」及び「JIS X9201：2001」（SCID画像）を準備。（これらは
購入の必要がある）。

＜標準印刷認証における主な審査項目＞
①OKシートは、Japan Color2011を基にした標準印刷認

証認証基準値との比較で、CMYKベタ部のL*ａ*b*値がΔE5
以内及びCMYK50%網点部のドットゲインが14±3％以内
であること。

②連続印刷5,000枚は、抜き取りサンプル30枚中21枚以
上において、OKシートとの比較でCMYKベタ部のL*ａ*ｂ*
値がΔE4以内、CMYK50%網点部のドットゲインが±4％以
内であること。

＜書類審査＞
①標準印刷認証新規申請書、②標準印刷認証新規申請

チェック表、③登記簿謄本（「履歴事項全部証明書」）、④会社
パンフレットなど。

上記書類をEメール又はFAXで、①、②を事務局に送り、事
務局で確認後①〜④を郵送で提出する。

＜本審査時の審査事項と審査基準＞
標準印刷認証における本審査時の審査事項と審査基準は以

下のようになる。
＜現場立ち合い確認＞
現場立ち合い確認では、①OKシート作成→連続印刷

5,000枚は審査時間（10：00 〜 17：00）以内に2回まで行な
うことができる。現場立ち合い確認終了後、②OKシート3枚、
5,000枚連続印刷の500枚ごとに3枚ずつ（30枚）抜き取る
→30枚中21枚（68％）以上が審査基準を満たす必要がある。

＜定期管理と更新審査＞
①3 ヶ月ごとの定期管理、②2年更新審査。
＜審査料＞
標準印刷認証の審査料は、事前審査料108,000円、本審査

料216,000円、登録料54,000円、交通費・宿泊費＋α、合計
378,000円＋α。更新料108,000円（消費税込み）。

※詳細な内容については、ホームページで確認を。

■標準印刷認証企業アンケート（73工場）

【取得の動機】□標準化して色品質を安定したかったから…
60社（82.2％）、□社員のモチベーションをアップしたかっ
たから…42社（57.5％）、□認証取得して社外に対して品質
での優位性を持たせたかったから…42社（57.5％）、□印刷
基準をJapan Color認証基準に統一したかったから…38社

（52.1％）、□クライアントにアピールし、受注拡大を図り

■認証取得の効果

①企業イメージの向上＝ISO準拠の認証を取得するこ
とにより、印刷物およびプルーフを作成するうえでの高い
能力をアピールできる。

②印刷品質の安定＝標準化により、品質の安定した印刷
物がスピーディに作成できる。

③スキルアップ＝標準化を全社的に進めることにより、
社員のスキルアップができる。

④コストダウン＝標準的な印刷条件を基準に印刷する
ことで、損紙およびインキ使用量などの削減に繋がり、生産
性向上による経費削減が期待できる。

⑤取引上の優位性＝印刷基準が取引条件や入札条件な
どになった場合、有利な取引が可能になる。

標準印刷認証　本審査時の審査項目と審査基準
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たかったから…34社（46.6％）、□生産性向上・コストダウ
ンを図りたかったから…24社（32.9％）、□クライアントな
どからJapan Color基準での印刷を要望されたから…6社

（8.2％）、□その他、クライアントから取得を要望されたから
…5社（6.8％）、社員教育のため…4社（5.5％）、競合会社が取
得したから…3社（4.1％）。
【取得の発案者】□経営者トップ…41社（56.2％）、□工場

長・製造部長…19社（26.0％）、□現場責任者…6社（8.2％）、
□営業責任者…3社（4.1％）、□製版部…3社（4.1％）、□品質
管理責任者…2社（2.7％）。
【取得の難易度】□かなり難しかった…5社（8.6％）、□難し

かった…40社（69.0％）、□まあまあ…24社（41.4％）、□特
に苦労しなかった2社（3.4％）。（回答工場71社）

■取得に際して苦労した事例紹介

※東京（総合印刷）：認証取得に対して、社内の意思統一が
図れなくて、日常の仕事をしながらのスケジュール管理が大
変だった。

※兵庫（総合印刷）：社内数台の測色機にバラツキがあった。
※埼玉（総合印刷）：測色機の操作方法やL*ａ*b*のことが分

からず社内で勉強した。
※全国（全体）：L*ａ*b*測定が不慣れなために苦労した（今

まで濃度管理のみで仕事をしていたため）。
※茨城（パッケージ印刷）：ドットゲインをバランスよく基

準値内に入れるためのCTP出力カーブの選定が難しく、テス
ト印刷を3回行ないカーブを決めた。

※新潟（総合印刷）：審査当日の朝に印刷機のパウダー装置
が故障し、審査が延期になった。

※東京（総合印刷）：審査中に版を再出力しようとしたが、
CTP機の調子が悪く、版の再出力に時間が掛かった。

※東京（総合印刷）：審査前日にブランケットを交換したた
め、ドットゲインが高くなり刷版を作り直した。

※埼玉（印刷通販系）：印刷機のメンテナンス不良があり、
OKシートの条件出しに時間が掛かった。

※千葉（総合印刷）：冬場、印刷機が冷え切っていてドット
ゲインが小さくなり、OKシート出しに時間が掛かった。

※宮城（総合印刷）：東北地方特有の温度変化でドットゲイ

ンが変動した。
※神奈川（パッケージ印刷）：夏場、連続印刷中に空調トラ

ブルが発生し、温度上昇によりドットゲインが高くなった。
※新潟（総合印刷）：ツボ上のインキの硬さでドットゲイン

がかなり変化する。
※大阪（総合印刷）：連続印刷中に測色担当者が急用で不在

となり、測色確認ができなかった。
※岡山（総合印刷）：審査時の測定を濃度のみで行ない、連

続印刷後にL*ａ*b*を測定したが、測色機の設定（白色ベース
を絶対白基準のところを紙白基準）を間違えた。

＜Japan Color認証制度に関する問合わせ先＞
一般社団法人日本印刷産業機械工業会Japan Color認証

制度事務局　〒105-0011東京都港区芝公園3-5-8機械振
興 会 館401・2号 室　TEL03-6809-1617　FAX03-3434-
0301

■セミナー受講者企業限定「標準印刷認証3ヶ月集
中支援パッケージ」（9月2日のセミナーがチャンス）

今回、セミナーを受講した企業限定の「標準印刷認証
3 ヶ月集中パッケージ」が案内された。これは、申請から
3 ヶ月で取得できるように、申請手順に従って事務局から
電話及びメールでアドバイスがされる。その他、様々な問い
合わせにも無料で相談に応じてくれる。

＜支援パッケージの流れ＞
期間（目安）＝0日／企業①：申請前準備・書類審査、［事務

局］申請書類などのアドバイス。
15日／企業②：測色器の機差確認
45日／企業③：事前審査：OKシートの印刷
50日／企業④：測定及び判定。［事務局］測色器及び印刷

に関するアドバイス
50日／企業⑤：事前審査結果の通知
65日／企業⑥：本審査：OKシートの印刷＋連続印刷

5,000枚（立ち合い）、［事務局］本審査に関するアドバイス
70日／企業⑦：測定及び判定
90日／企業⑧：認証取得
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「印刷会社の社員研修会」9月のカリキュラム

愛知で初めての「MUD教育検定2級」試験、11名がチャレンジ

新入社員とコミュニケーションフォローアップ

■愛印工組

□MUD検定試験

編 集 だ よ り

愛印工組（環境労務・新人教育委員

会）では、平成28年度の「印刷会社の

社員研修会」の今年度最後となる9月

研修が開催される。講座内容は、4

月に行なわれた新入社員基礎研修と

コミュニケーションスキルセミナー

「フォローアップ」の各講座。

【講座日時と内容】

▼9月5日（9時30分〜 18時30分）、

講座：「規則・礼節の要点くり返し他」、

講師：中部企業教育研究所松石裕就氏。

受講料10,800円。

▼9月6日（9時30分〜 17時30分）、

講座：「1年生社員でもできる品質管

理」。

▼9月7日（9時30分〜 17時30分）、

講座：「1年生社員でもできる会社のム

ダ取り活動」6，7日の講師：㈱アイシ

ン・コラボ。受講料は両日併せ17,280

円。

▼9月8日（9時30分〜 17時30分）、

講座：①「仕事でのコミュニケーション

の問題点改善」。

▼9月9日（9時30分〜 17時30分）、

講座：②「仕事でのコミュニケーション

の問題点改善」、8，9の講師：アイキャ

リア太田章代氏。受講料は両日併せ

17,280円。

（ 5 講座併せてのパック料金は

41,040円。料金はすべて消費税込み）。

会場はいずれもメディアージュ愛知

3階会議室（愛知県印刷会館）

愛印工組が行なう｢印刷会社の社員

研修会｣は、印刷業界全体の人材教育

に寄与するとの立場から、組合員以外

でも広く門戸を開放しており、誰でも

受講可能。

▽詳細については、愛知県印刷工

業組合／〒461-0001名古屋市東区

泉1-20-12　TEL052(962)5771　

FAX052(951)0569まで。

■暦の都合で夏休み（盆休み）を長くとる

企業があるようですが、ちょうどこの頃は

暑さがピークの時。休みだからといって羽

を伸ばさずに、くれぐれも体調管理には万

全を期していただきたいものです。■休み

期間中に、義務化されたリスクアセスメン

トについて勉強されるのもいい機会かと思

います。

愛印工組は、7月15・16の両日メディ

アージュ愛知において、愛知県では初めて

となる特定非営利活動法人メディア・ユニ

バーサルデザイン協会が主催する「MUD

教育検定2級」の講習と試験を行なった。

11名がチャレンジ。

この2級検定試験は、3級合格者を対象

にMUDに配慮した成果物を制作できる

「MUDディレクター」の育成を目的として

いる。

当日2級検定試験を前に愛印工組鳥原久

資副理事長は「2日間、カリキュラムは盛

り沢山であるがしっかり勉強し、これから

の企業活動に役立てていただきたい。この

4月から障がい者差別解消法がスタートし

た。そうした中で、今日学ぶことは間違い

なく役に立つ。皆さんが制作するものが世

の中に役立つということを会社内に発信す

れば、皆さん自身の価値を高めることもで

きる。また、学んだノウハウを業務で活用

すれば、会社がお客様に提案することがで

き、会社も潤う。是非、全員の方が合格さ

れることを祈っている」と激励した。

【講義内容】

□デザイン・レイアウト／レイアウトの

基礎、レイアウトやMUDに配慮した情報

伝達方法。□色覚／CMYKでより多くの

人が見やすい複数色の色指定ができる理論

の学習。□一般教養／UDに係る様々な事

例紹介、MUDに配慮した制作での注意す

べき点。

【試験】

□筆記試験と共に色覚□レイアウトの課

題提出

「MUD教育検定3級」も開催

また、16日にはウィンクあいちにおい

て「MUD教育検定3級」が行なわれ、こち

らには約70名の受験生がチャレンジした。

MUD教育検定2級にチャレンジ
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美しさ・誠実・挑戦
お客様に企画、デザインを通し、
真の感動を提供出来る様、

常に進化し続ける企業を目指します。

グラフィックデザイン

ウェブデザイン

セールスプロモーションデザイン

エディトリアルデザイン

アドバタイジングデザイン

オンデマンドプリンティング

Graphic design

Web design

Sales promotion design

Editorial design

Advertising design

On-demand printing




